
 ＤＲＵＧ 
 
 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 

 
 ２００２ Ｎｏ．１９ 

 
岐阜大学医学部附属病院薬剤部 
医薬品情報管理室（内線２８３４） 

 
平成１４年７月２６日発行 



※ Drug Information は医学部ホームページの下記アドレスにて提供しています。

http://www1.med.gifu-u.ac.jp/drug-info/index.htm 
 

 
目 次 

 
 １．厚生労働省 医薬品・医療用具等安全性情報 No.179 
 ［１］医用機器への電波の影響を防止するための 
 携帯電話端末等の使用に関する指針について ············1 
 ［２］重要な副作用等に関する情報 ············································8 
 ①アレンドロン酸ナトリウム水和物（経口剤） 
 ②エダラボン 
 ③バルプロ酸ナトリウム 

 
 ２．院外処方医薬品について 
 －平成 14 年 8 月 1 日新規登録薬品－ ············································ 14 

 

 
 





























－14－ 

院外処方医薬品について 
 

平成 14 年 8 月 1 日新規登録薬品 

医薬品名（成分名） 規格・単位 薬品分類 会社名 

    
ガチフロ錠（ガチフロキサシン水和物） 100mg／錠 広範囲経口抗菌薬 大日本 

ゾーミッグ RM 錠（ゾルミトリプタン） 2.5mg／錠 片頭痛治療薬 アストラゼネカ 

タケプロン OD 錠（ランソプラゾール） 15mg，30mg／錠 プロトンポンプインヒビター 武田 
    

 

＊ガチフロキサシン水和物 Gatifloxacin Hydrate 
【商】ガチフロ Gatiflo 大日本 
内用：錠剤 1 錠中 100mg 
【禁】本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある

患者，妊婦又は妊娠している可能性のある婦人，

小児 
【効】表在性皮膚感染症（急性表在性毛包炎），

深在性皮膚感染症（蜂巣炎，丹毒，リンパ管(節)

炎，�，�腫症，癰，化膿性爪囲炎，�疽），

慢性膿皮症（感染性粉瘤，化膿性汗腺炎，皮下

膿瘍），乳腺炎，肛門周囲膿瘍，外傷・手術創

等の表在性二次感染，急性上気道感染症群（扁

桃炎，咽喉頭炎，急性気管支炎等），慢性呼吸

器疾患の二次感染（慢性気管支炎，びまん性汎

細気管支炎，気管支拡張症，肺気腫，肺線維症，

気管支喘息等），肺炎，腎盂腎炎，膀胱炎，前

立腺炎，淋菌性尿道炎，非淋菌性尿道炎，バル

トリン腺炎，子宮頸管炎，子宮内感染，子宮付

属器炎，涙嚢炎，麦粒腫，瞼板腺炎，外耳炎，中

耳炎，副鼻腔炎，歯周組織炎，歯冠周囲炎，顎炎 
【用】1 回 200mg を 1 日 2 回投与する。 
【副】低血糖，高血糖，痙攣，ショック，アナ

フィラキシー様症状，心室性頻拍（Torsades de 
pointes を含む），QTc 延長，急性腎不全，錯乱，

幻覚，肝機能障害，黄疸，偽膜性大腸炎，横紋

筋融解症，アキレス腱炎，腱断裂，Lyell 症候群，

Stevens-Johnson 症候群，過敏性血管炎，間質

性肺炎，発疹，蕁麻疹，浮腫，めまい，頭痛，

眠気，不眠，しびれ感，嘔吐，下痢，嘔気，腹

痛，食欲不振，腹部膨満感，口内乾燥，口内炎，

便秘，BUN 上昇，蛋白尿，血尿，AST・ALT・
Al-P・γ-GTP 上昇，ビリルビン上昇，白血球減少，

好酸球増多，血小板減少，倦怠感 
【妊】未確立，不可  

【授】回避，やむを得ない場合は授乳回避 
【小】未確立 
 
＊ゾルミトリプタン Zolmitriptan 
【商】ゾーミッグ RM Zomig RM  
アストラゼネカ 
内用：錠剤(口腔内崩壊錠)（劇） 1 錠中 2.5mg 
【禁】本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある

患者，心筋梗塞の既往歴のある患者，虚血性心

疾患又はその症状・兆候のある患者，異型狭心

症（冠動脈攣縮）のある患者，脳血管障害や一

過性脳虚血性発作の既往のある患者，末梢血管

障害を有する患者，コントロールされていない

高血圧症の患者，エルゴタミン・エルゴタミン

誘導体含有製剤あるいは他の 5-HT1B/1D 受容体

作動薬を投与中の患者，MAO 阻害剤を投与中あ

るいは投与中止 2 週間以内の患者 
【効】片頭痛 
【用】1 回 2.5mg を片頭痛の頭痛発現時に投与す

る。効果が不十分な場合には，追加投与をする

ことができるが，前回の投与から 2 時間以上あ

けること。2.5mg の投与で効果が不十分であった

場合には，次回片頭痛発現時から 5mg を投与す

ることができる。1 日の総投与量を 10mg 以内と

すること。 
【副】アナフィラキシーショック，アナフィラ

キシー様症状，不整脈，狭心症，心筋梗塞，頻

脈，てんかん様発作，蕁麻疹，血管浮腫，心悸

亢進，頻脈，高血圧，消化管の虚血又は梗塞，

悪心，口内乾燥，傾眠，めまい，知覚減退，知

覚過敏，異常感覚，頭痛，筋肉痛，筋脱力，無

力症，熱感，重圧感，絞扼感，疼痛，圧迫感 
【妊】未確立，有益のみ 【授】授乳回避 
【未・新・乳・幼・小】未確立 
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＊ランソプラゾール Lansoprazole 
【商】タケプロン OD Takepron OD 武田 
内用：錠剤(口腔内崩壊錠) 1 錠中 15mg，30mg 
【禁】本剤の成分に対する過敏症の既往歴のあ

る患者 
【効】胃潰瘍，十二指腸潰瘍，吻合部潰瘍，逆

流性食道炎，Zollinger-Ellison 症候群，胃潰瘍又

は十二指腸潰瘍におけるヘリコバクター・ピロ

リの除菌の補助 
【用】○胃潰瘍，十二指腸潰瘍，吻合部潰瘍，

Zollinger-Ellison 症候群：1 日 1 回 30mg を投与す

る。胃潰瘍，吻合部潰瘍では 8 週間まで，十二

指腸潰瘍では 6 週間までの投与とする。○逆流

性食道炎：1 日 1 回 30mg を投与する。8 週間ま

での投与とする。再発・再燃を繰り返す逆流性

食道炎の維持療法においては，1 日 1 回 15mg を

投与するが，効果不十分の場合は，1 日 1 回

30mg を投与することができる。○胃潰瘍又は十

二指腸潰瘍におけるヘリコバクター・ピロリの

除菌の補助：ランソプラゾールとして 1 回 30mg，
アモキシシリンとして 1 回 750mg，クラリスロ

マイシンとして 1 回 200mg の 3 剤を同時に 1 日

2 回，7 日間投与する。クラリスロマイシンは

1 回 400mg，1 日 2 回を上限とする。 
【副】アナフィラキシー反応，ショック，汎血

球減少，無顆粒球症，溶血性貧血，顆粒球減少，

血小板減少，貧血，重篤な肝機能障害，Lyell 症

候群，Stevens-Johnson 症候群，偽膜性大腸炎，

間質性肺炎，発疹， 痒，AST・ALT・Al-P・
LDH・γ-GTP 上昇，好酸球増多，便秘，下痢，口

渇，腹部膨満感，悪心，嘔吐，食欲不振，腹痛，

カンジダ症，口内炎，舌炎，味覚異常，頭痛，

眠気，うつ状態，不眠，めまい，振戦，発熱，

総コレステロール・尿酸上昇，女性化乳房，か

すみ目，浮腫，脱力感，倦怠感，舌・口唇しび

れ感，四肢のしびれ感，関節痛，筋肉痛，脱毛 
【妊】有益のみ  
【授】回避，やむを得ない場合は授乳回避 
【小】未確立 
 




